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られている。そこでは，愛媛県宇和島において， 
  (1) ちょっと出掛けてくるけん，ごはん先に食べよってや。 





  (3) あ，みんな走りよる。 ＜終了前の進行段階にあると把握＞ 









  (5) あ，猫が魚，食べよる。 ＜食べる動作の開始限界達成前の段階＞ 
  (6) さっき，町の上を，飛行機が飛びよった。 ＜終了限界達成前の段階＝進行性＞ 









               表１：アスペクトと動詞分類 
 
 ・運動動詞 ＜＋終了限界＞＜＋開始限界＞ 
   └ 内的限界動詞 ＜＋必然的終了限界＞ … あける，かう，きる，あく 
   └ 非内的限界動詞 ＜－必然的終了限界＞ … うごかす，おす，あそぶ，とぶ 
 ・状態性動詞 ＜－終了限界＞ ＜＋開始限界＞ … こむ，かよう，おもう，いえる 







  (8) a. 運動動詞すべてが＜終了限界達成前の段階性＝進行性＞を表す。例：走りよる。 
      b. 非内的限界動詞と意志的な内的限界動詞は＜開始限界達成前＞の＜将然段階＞を捉える 
     場合がある。例：犬の糞，踏みよるぜ。 
      c. 過去形においてのみ，運動動詞すべてにおいて＜非現実性＞の意味を表す。 
     例：もうちょっとで，ころびよった。 
      d. 状態動詞と回復可能な内的限界動詞は＜状態の継続性＝状態維持の過程性＞を表す場合 




  (9) 先生が黒板の字を消しよる。 
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の実現性をみる場合である。オーカタテストでは，前節で挙げた「おおかた」という淡路島方言で
使われる副詞と共起するかどうかが判断の決め手となる。 
 (12) ふらついて，おおかた溝に嵌まぁよったわ。 
 (13) ぶつかって，おおかた，死んにょったわ。 
 (14) 落としてもうて，おおかた，壊っしょったわ。 
 (15) おおかた，穴に落っちょったわ。 
 さて，上の例文で動詞に後接する「よる」の形式には，同じく過去のことを表しながらも，それ
ぞれ次のような異なった形式がある。 
 (16) あいつ，ふらついて，溝に嵌まりよったで。 
 (17) あいつ，とうとう死によったなぁ。 
 (18) あいつ，勝手にさわって，壊しよったで。 
 (19) あいつ，落とし穴に落ちよったで。 
ここで(16)-(19)をオーカタテストにかけると，以下のように，実はパスしないのである。文頭の？
はそれが不自然な文であることを表す。 
 (20) ？あいつ，ふらついて，おおかた，溝に嵌まりよったで。 
 (21) ？あいつ，おおかた，死によったなぁ。 
 (22) ？あいつ，勝手にさわって，おおかた壊しよったで。 














 (24) ？ここに置いとった自転車，溝に嵌まりよった。 
 (25) ？薬で風邪の菌，死によった。 
 (26) ？うっかりしとって，わしが壊しよったんや。 





  促拗音化することが多い。（前田 1964） 
谷守正寛：淡路島方言「よる」の分化とその音韻変化 237路島方言「よる」の分化とその音韻変化























                    表２：淡路島方言でのヨルの表れ方の例 
 
嵌まぁよった HAMA













































































          表３：活用による動詞種類別にみるヨルとの接続 
 
 五段動詞の場合： 






























































































































 (30) a. （車が嵌まりかけているのを見て） 
  見てみぃ，車，嵌まぁよるで。（将然段階） 
      b. （溝に嵌まった状態を見て） 
  見てみぃ。あいつ，溝に嵌まりよるで。（罵り） 
 (31) a. （パトカーに停車させられるところを見て） 
  あっ，警察に捕まぁよる。（将然段階） 
      b. （警官に事情聴取されるのを見て） 
  あ～あ，また警察に捕まりよる。（罵り） 
 (32) a. （今から何かをしかけているのを見て） 
  なにしょーんの？（将然段階） 
      b. （とんでもないことをしたところを見て） 
  なにしよるの！（罵り） 
 (33) a. （いまから来ようとしているのを知って） 
  また，きょーるで。（将然段階） 
      b. （来て欲しくない人が来たところを見て） 
  また，来よる。（罵り） 
 (34) a. （先に横になりながら） 
  先に寝よぉわ。（将然段階） 
      b. （すでに眠っている者を見て） 
































 (37) 捕まりかけたわいな。 






 (39) a. 捕まりょーった。 
    b. 捕まりよった。 
 (40) a. 嵌まりょーった。 

















        表４：鳥取東部のヨル（トル）の表す事態の時間的位置関係 
 時間の流れ→ 
１ まだ中に入っていない段階 →２ 中に入る途中段階 →３ すでに中に入った状態 
































          表５：淡路島方言ヨルの表す事態の時間的位置関係 
 時間の流れ→ 
１ まだ中に入っていない段階 →２ 中に入る途中段階 →３ すでに入った状態 
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